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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビーム成形体を含み、前記ビーム成形体は、ビーム入口、ビーム成形体内に設けられた
中性子発生部、中性子発生部に隣接する減速体、中性子発生部と減速体の外を囲む反射体
、およびビーム出口を含み、前記中性子発生部は前記ビーム入口から入射する陽子ビーム
との核反応により中性子を発生させ、前記減速体は前記中性子発生部から発生する中性子
を減速させ、前記反射体はオフセット中性子を前記減速体にガイドし戻して熱外中性子ビ
ーム強度を向上させ、前記ビーム成形体は、中性子発生部から離れる方向または中性子発
生部に近づく方向へ移動する少なくとも１つの可動部材を含み、前記可動部材は第一位置
と第二位置とを有し、前記可動部材は該第一位置と第二位置との間を移動し、可動部材が
第一位置にある時には中性子発生部を交換することができ、可動部材が第二位置にある時
には中性子発生部を交換することができず、
　前記反射体は第一接続部を有し、前記可動部材は第二接続部を有し、前記可動部材が前
記第一位置にある時、前記第一接続部と前記第二接続部とは離れており、前記可動部材が
前記第二位置にある時、前記第一接続部と前記第二接続部とは接続されており、
　前記可動部材は、一部の反射体、または、一部の反射体と一部の減速体との組み合わせ
である、
ことを特徴とする、
中性子捕捉療法システム。
【請求項２】
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　前記可動部材は対称平面を有し、前記可動部材は該対称平面に沿って対称になり、前記
中性子発生部は軸線を有し、前記可動部材の対称平面を前記中性子発生部の軸線が通り、
前記反射体は第一直線高さを有し、前記可動部材は第二直線高さを有し、前記中性子発生
部は第三直線高さを有し、前記第二直線高さは第一直線高さ以下であり、かつ第三直線高
さより大きい、ことを特徴とする、
請求項１に記載の中性子捕捉療法システム。
【請求項３】
　前記第一接続部は第一接続面と第一結合面とを有し、前記第二接続部は第二接続面と第
二結合面とを有し、前記可動部材の第二直線高さが、反射体の第一直線高さより小さく、
中性子発生部の第三直線高さより大きい時、前記反射体の第一接続面は第一結合面と重な
り、前記可動部材の第二接続面は第二結合面と重なり、前記可動部材の第二結合面は反射
体の第一結合面に接続され、かつ前記中性子発生部の軸線の位置がいずれか１つの平面と
重なる、ことを特徴とする、
請求項１に記載の中性子捕捉療法システム。
【請求項４】
　前記第一接続部は第一接続面と第一結合面とを有し、前記第二接続部は第二接続面と第
二結合面とを有し、前記可動部材の第二直線高さが反射体の第一直線高さに等しい時に、
前記第一接続面は第一結合面と接続するが、異なる平面に位置し、前記第二接続面は第二
結合面と接続するが、異なる平面に位置し、前記第一接続面は第二接続面と接続し、第一
結合面は第二結合面と接続する、ことを特徴とする、
請求項１に記載の中性子捕捉療法システム。
【請求項５】
　前記中性子捕捉療法システムは、駆動アセンブリをさらに含み、前記駆動アセンブリは
、可動部材を支持するゲートと、ゲートが中性子発生部から離れる方向または中性子発生
部に近づく方向へ移動することを可能にするガイドレールと、を含み、前記ゲートはガイ
ドレールに沿ってビーム成形体から離れる方向またはビーム成形体に近づく方向へ移動し
、ゲートがビーム成形体から離れる方向へ移動する時に、前記可動部材は中性子発生部か
ら離れる方向へ移動し、ゲートがビーム成形体に近づく方向へ移動する時に、前記可動部
材は中性子発生部に近づく方向へ移動する、ことを特徴とする、
請求項１に記載の中性子捕捉療法システム。
【請求項６】
　前記ガイドレールはビーム成形体の外に設けられ、前記駆動アセンブリは、支持フレー
ムをさらに含み、前記支持フレームの一端はゲートを支持し、他端はガイドレールを移動
し、前記ゲートは、支持フレームと共にガイドレールに沿って移動し、ビーム成形体から
離れる方向またはビーム成形体に近づく方向へ移動する、ことを特徴とする、
請求項５に記載の中性子捕捉療法システム。
【請求項７】
　前記中性子捕捉療法システムは、駆動アセンブリをさらに含み、前記駆動アセンブリは
、ゲートと、ゲートを支持してゲートの回転を可能にする回転部材と、を含み、前記ゲー
トは可動部材を支持し、ゲートが回転アセンブリ周りに上方へ回転する時に、前記可動部
材は中性子発生部に近づく方向へ移動し、ゲートが回転部材周りに下方へ回転する時に、
前記可動部材は中性子発生部から離れる方向へ移動する、ことを特徴とする、
請求項１に記載の中性子捕捉療法システム。
【請求項８】
　前記中性子捕捉療法用のシステムは、駆動アセンブリをさらに含み、前記駆動アセンブ
リは第一リンクと、第二リンクと、第一リンク及び第二リンクに接続された第三リンクと
、を含み、前記第一リンクはビーム成形体の外に固定され、前記第二リンクの一端は可動
部材に固定され、他端は第一リンクに接続され、前記第一リンクは第三リンクを駆動し、
第三リンクは第二リンクを駆動し、これにより、可動部材を中性子発生部から離れる方向
または中性子発生部に近づく方向へ移動させる、ことを特徴とする、
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請求項１に記載の中性子捕捉療法システム。
【請求項９】
　前記可動部材の第二直線高さが前記反射体の第一直線高さより小さく、かつ中性子発生
部の第三直線高さより大きい場合、前記反射体内にガイドレールが設けられ、前記可動部
材は、ビーム成形体に取り付けられ、かつ、ガイドレールに沿って中性子発生部から離れ
る方向または中性子発生部に近づく方向へ移動可能である、ことを特徴とする、
請求項１に記載の中性子捕捉療法システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は中性子捕捉療法システムに関し、特に中性子発生部を交換できる中性子捕捉療
法システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　原子科学の発展に従って、コバルト60、線形加速器、電子ビームなどの放射線療法は、
すでにがん治療の主な手段の一つとなった。しかし、従来の光子または電子療法は、放射
線そのものの物理的条件の制限で腫瘍細胞を殺すとともに、ビーム経路上の数多くの正常
組織に損傷を与える。また、腫瘍細胞により放射線に対する感受性の度合いが異なってお
り、従来の放射線療法では、放射線耐性の高い悪性腫瘍（例、多形神経膠芽腫（glioblas
toma multiforme）、黒色腫（melanoma））に対する治療効果が良くない。
【０００３】
　腫瘍の周囲の正常組織への放射線損傷を軽減するすために、化学療法（chemotherapy）
における標的療法が、放射線療法に用いられている。また、放射線耐性の高い腫瘍細胞に
対し、現在では生物学的効果比（relative biological effectiveness, RBE）の高い放射
線源が積極的に開発されて、例えば、陽子線治療、重粒子治療、中性子捕捉療法などがあ
る。このうち、中性子捕捉療法は、上記の2つの構想を結びつけたものである。例えば、
ホウ素中性子捕捉療法では、ホウ素含有薬物が腫瘍細胞に特異的に集まり、高精度な中性
子ビームの制御と合わせることで、従来の放射線と比べて、より良いがん治療オプション
を提供する。
【０００４】
　加速器ホウ素中性子捕捉療法において、陽子ビームと核反応により中性子を発生させる
中性子発生部には、加速陽子照射および放射線を受けてある程度の損傷が発生する可能性
がある。中性子発生部は、発生した中性子ビームの品質に非常に重要な影響を持つ。中性
子発生部の中性子ビームの品質への影響を低減させるために、中性子発生部を定期的に交
換する必要がある。
【０００５】
　しかしながら、従来技術における加速器ホウ素中性子捕捉療法の減速体は円柱体である
ことが多い。中性子発生部は、一般に所定の深さの減速体に配置され、中性子発生部が損
傷して交換する必要があるときに、複数のステップを経てそれを解体しなければならず、
このため中性子発生部の交換が実行しにくくなる可能性がある。
【０００６】
　したがって，上記問題を解決する新しい技術的解決手段を提供する必要がある。
【発明の概要】
【０００７】
　上記問題を解決するために、本発明の一態様は中性子捕捉療法システムを提供し、中性
子捕捉療法システムは、ビーム成形体を含み、前記ビーム成形体は、ビーム入口、ビーム
成形体内に設けられた中性子発生部、中性子発生部に隣接する減速体、中性子発生部と減
速体の外を囲む反射体、およびビーム出口を含む。前記中性子発生部は前記ビーム入口か
ら入射する陽子ビームとの核反応により中性子を発生させ、前記減速体は前記中性子発生
部から発生する中性子を減速させ、前記反射体はオフセット中性子を前記減速体にガイド
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し戻して熱外中性子ビーム強度を向上させる。前記ビーム成形体は、中性子発生部に近づ
く方向または中性子発生部から離れる方向へ移動する少なくとも１つの可動部材を含む。
前記可動部材は第一位置と第二位置との間を移動し、可動部材が第一位置にある時には中
性子発生部を交換することができ、可動部材が第二位置にある時には中性子発生部を交換
することができない。
【０００８】
　さらに、中性子発生部の交換を容易にするために、好ましくは、前記可動部材は、一部
の反射体または一部の反射体と一部の減速体との組み合わせである。
　さらに、中性子発生部を取り出しやすくするために、前記可動部材は対称平面を有し、
前記可動部材は該対称平面に沿って対称になり、前記中性子発生部は軸線を有し、前記可
動部材の対称平面を前記中性子発生部の軸線が通り、前記反射体は第一直線高さを有し、
前記可動部材は第二直線高さを有し、前記中性子発生部は第三直線高さを有し、前記第二
直線高さは第一直線高さ以下であり、かつ第三直線高さより大きい。
【０００９】
　さらに、前記可動部材の第二直線高さが反射体の第一直線高さに等しい時に、可動部材
と反射体との間の結合面が平面と平面との間の接続である場合、中性子捕捉療法の実行中
に発生した放射線は、該結合面によって漏洩し、好ましくは、前記反射体は第一接続部を
有し、前記第一接続部は第一接続面と第一結合面とを有し、前記可動部材は第二接続部を
有し、前記第二接続部は第二接続面と第二結合面とを有する。可動部材の第二直線高さが
、反射体の第一直線高さより小さく、中性子発生部の第三直線高さより大きい時、前記反
射体の第一接続面は第一結合面と重なり、前記可動部材の第二接続面は第二結合面と重な
り、前記可動部材の第二結合面は反射体の第一結合面と接続され、かつ前記中性子発生部
の軸線の位置がいずれか１つの平面と重なる。
【００１０】
　さらに、前記反射体は第一接続部を有し、前記第一接続部は第一接続面と第一結合面と
を有し、前記可動部材は第二接続部を有し、前記第二接続部は第二接続面と第二結合面と
を有し、前記可動部材の第二直線高さが反射体の第一直線高さに等しい時に、前記第一接
続面は第一結合面と接続するが、異なる平面に位置し、前記第二接続面は第二結合面と接
続するが、異なる平面に位置し、前記第一接続面は第二接続面と接続し、第一結合面は第
二結合面と接続する。
【００１１】
　さらに、前記中性子捕捉療法システムは、駆動アセンブリをさらに含み、前記駆動アセ
ンブリは、可動部材を支持するゲートと、ゲートが中性子発生部から離れる方向または中
性子発生部に近づく方向へ移動することを可能にするガイドレールとを含み、前記ゲート
はガイドレールに沿ってビーム成形体から離れる方向またはビーム成形体に近づく方向へ
移動し、ゲートがビーム成形体から離れる方向へ移動する時に、前記可動部材は中性子発
生部から離れる方向へ移動し、ゲートがビーム成形体に近づく方向へ移動する時に、前記
可動部材は中性子発生部に近づく方向へ移動する。
【００１２】
　さらに、前記ガイドレールはビーム成形体の外に設けられ、前記駆動アセンブリは、支
持フレームをさらに含み、前記支持フレームの一端はゲートを支持し、他端はガイドレー
ルを移動し、前記ゲートは、支持フレームと共にガイドレールに沿って移動し、ビーム成
形体から離れる方向またはビーム成形体に近づく方向へ移動する。
【００１３】
　さらに、前記中性子捕捉療法システムは、駆動アセンブリをさらに含み、前記駆動アセ
ンブリは、ゲートと、ゲートを支持してゲートの回転を可能にする回転部材と、を含み、
前記ゲートは可動部材を支持し、ゲートが回転部材周りに上方へ回転する時に、前記可動
部材は中性子発生部に近づく方向へ移動し、ゲートが回転部材周りに下方へ回転する時に
、前記可動部材は中性子発生部から離れる方向へ移動する。
【００１４】
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　さらに、前記中性子捕捉療法システムは、駆動アセンブリをさらに含み、前記駆動アセ
ンブリは第一リンクと、第二リンクと、第一リンクおよび第二リンクに接続された第三リ
ンクと、を含む。前記第一リンクはビーム成形体の外に固定され、前記第二リンクの一端
は可動部材に固定され、他端は第一リンクに接続される。前記第一リンクは第三リンクを
駆動し、第三リンクは第二リンクを駆動し、これにより、可動部材を中性子発生部から離
れる方向または中性子発生部に近づく方向へ移動させる。
【００１５】
　さらに、前記可動部材の第二直線高さが前記反射体の第一直線高さより小さく、かつ中
性子発生部の第三直線高さより大きい場合、前記反射体内にガイドレールが設けられ、前
記可動部材は、ビーム成形体に取り付けられ、かつ、ガイドレールに沿って中性子発生部
から離れる方向または中性子発生部に近づく方向へ移動することができる。
【００１６】
　従来技術に比べ、本願は以下の有益な効果を有する。本願では、中性子発生部から離れ
る方向または中性子発生部に近づく方向へ移動可能な可動部材を設けることによって、中
性子発生部を交換しやすく、構造がシンプルであり、柔軟に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は本願に係る中性子捕捉療法システムの概略図である。
【図２ａ】図２ａは第二位置にある本願に係る可動部材の概略図である。
【図２ｂ】図２ｂは第一位置にある本願に係る可動部材の概略図である。
【図３ａ】図３ａは本願に係る前記可動部材の第二結合面と反射体の第一結合面とが接続
し前記中性子発生部の軸線が位置する平面と重なる概略図である。
【図３ｂ】図３ｂは本願に係る可動部材の対称平面Ａに沿う断面図である。
【図４ａ】図４ａは反射体の第一接続面と第一結合面とが傾斜角を有するように設置され
る概略図である。
【図４ｂ】図４ｂは可動部材の溝面と反射体の突出面とが互いに嵌合した状態を示す概略
図である。
【図５ａ】図５ａは可動部材の一部がゲートに嵌着された状態を示す概略図である。
【図５ｂ】図５ｂは駆動アセンブリが支持フレームを有する概略図である。
【図６】図６は本願に係る実施例２の概略図である。
【図７】図７は本願に係る実施例３の概略図である。
【図８】図８は本願に係る実施例４の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　中性子捕捉療法は効果的ながん治療の手段として、近年ではその適用が増加しており、
そのうち、ホウ素中性子捕捉療法が最も一般的なものとなった。ホウ素中性子捕捉療法に
用いられる中性子は原子炉または加速器で供給できる。本発明の実施形態は加速器ホウ素
中性子捕捉療法（Accelerated-based Boron Neutron Capture Therapy）を例とする。加
速器ホウ素中性子捕捉療法の基本モジュールは、一般的に荷電粒子（陽子、デューテリウ
ム原子核など）の加速に用いられる加速器、ターゲット、熱除去システム及びビーム整形
アセンブリを含む。加速後の荷電粒子と金属ターゲットとの作用により中性子が生成され
、必要な中性子収率及びエネルギー、提供可能な加速荷電粒子のエネルギー及び電流、及
び、金属ターゲットの物理的・化学的特性などにより、適切な原子核反応が選定される。
よく検討されている原子核反応は7Li(p,n)7Be及び9Be(p,n)9Bであり、この両方はすべて
吸熱反応でエネルギー閾値がそれぞれ1.881MeVと2.055MeVである。ホウ素中性子捕捉療法
の理想的中性子源はkeVエネルギーレベルの熱外中性子なので、理論的には、エネルギー
が閾値よりやや高い陽子によるリチウムターゲットへの衝撃で、比較的低いエネルギーの
中性子が生成され、あまり多くの減速処理を要しないで臨床適用が可能になる。しかし、
リチウム（Li）及びベリリウム（Be）の2種のターゲットは、閾値エネルギーの陽子と作
用する断面が大きくないので、十分な中性子束を確保するために、一般的には比較的高い
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エネルギーを持つ陽子で原子核反応を引き起こされる。
【００１９】
　理想的な中性子発生部は、中性子収率が高い、発生する中性子エネルギー分布が熱外中
性子エネルギー領域に近い、過剰な放射線の発生がない、安全で操作しやすい、耐高温が
あるなどの特性を備えるべきであるが、実際には、全ての要件を満たす核反応がない。中
性子発生部はホウ素中性子捕捉療法中に加速陽子の衝撃、放射を受けるため必然的に破損
され、中性子発生部はビーム成形体が発生する中性子ビームの品質に大きな影響を与える
。したがって、定期的にまたは中性子発生部への損傷に基づいて中性子発生部を交換する
必要がある。以下に中性子発生部を交換可能な中性子捕捉療法システムを説明する。
【００２０】
　図１は、本願に係る中性子捕捉療法システム１００の概略図である。前記中性子捕捉療
法システム１００は、ビーム成形体１０と駆動アセンブリ２０を含む。
　前記ビーム成形体１０は、ビーム入口１１、中性子発生部１２、中性子発生部１２に隣
接する減速体１３、中性子発生部１２と減速体１３の外を囲む反射体１４、およびビーム
出口１５を含む。前記中性子発生部１２は、前記ビーム入口１１から入射する陽子ビーム
との核反応により中性子を発生させ、前記減速体１３は前記中性子発生部１２から発生す
る中性子を減速させ、前記反射体１４はオフセット中性子を前記減速体１３にガイドして
戻して熱外中性子ビーム強度を向上させる。
【００２１】
　前記反射体１４は、中性子発生部１２から離れる方向または中性子発生部１２に近づく
方向へ移動可能な少なくとも１つの可動部材１６を含む（図２ａと図２ｂ参照）。前記可
動部材１６は第一位置Ｌ１と第二位置Ｌ２との間を移動し、可動部材１６が第一位置Ｌ１
にある時には中性子発生部１２を交換することができ、可動部材１６が第二位置Ｌ２にあ
る時には中性子発生部１２を交換することができない。具体的には、前記可動部材１６が
中性子発生部１２から離れた方向へ第一位置Ｌ１に移動する時に、中性子発生部１２はビ
ーム成形体１０から露出し、中性子発生部１２が取り出されて中性子発生部１２が交換さ
れる。交換された中性子発生部１２がビーム成形体１０内に取り付けられた後に、前記可
動部材１６は中性子発生部１２に近づく方向へ、（可動部材１６が中性子発生部１２の周
囲を囲み、中性子発生部１２を交換できない）第二位置Ｌ２に移動され、引き続く中性子
捕捉療法中に該可動部材１６は反射体１４と共にオフセット中性子をガイドして戻す。
【００２２】
　前記可動部材１６は、一部の反射体、または、一部の反射体と一部の減速体との組み合
わせであることが可能である。可動部材１６が一部の反射体である場合、中性子発生部１
２は減速体１３の前方に設けられて反射体１４により囲まれ、減速体１３は中性子発生部
１２の後方に隣接し、この時に一部の反射体が可動構造（すなわち可動部材）に設置され
ばよく、可動部材が離れることで中性子発生部が交換される。可動部材１６が一部の反射
体と一部の減速体との組み合わせである場合に、中性子発生部１２の一部は減速体１３の
前方に位置して反射体１４により囲まれ、一部は減速体１３に嵌着されて減速体１３によ
り囲み込まれ、この時に中性子発生部１２を交換することができ、中性子発生部１２の外
に囲み込まれた一部の反射体と一部の減速体とを可動構造（すなわち可動部材）に設置し
、これにより中性子発生部１２の交換が実現される。
【００２３】
　図３ａと図３ｂに示すように、中性子発生部１２を交換しやすいように、好ましくは、
前記可動部材１６は対称部材であり、対称平面Ａを有し、前記可動部材１６は該対称平面
Ａに沿って対称である。前記対称平面Ａを前記中性子発生部１２の軸線Ｉが通り、前記反
射体１４は第一直線高さＨ１を有し、前記可動部材１６は第二直線高さＨ２を有し、前記
中性子発生部１２は第三直線高さＨ３を有する。前記可動部材１６の第二直線高さＨ２は
反射体１４の第一直線高さＨ１以下であり、かつ前記中性子発生部１２の第三直線高さＨ
３より大きい。
【００２４】
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　図４ａと図４ｂに示すように、前記反射体１４は第一接続部１４０をさらに有し、前記
可動部材１６は第二接続部１６０を有する。前記第一接続部１４０は第一接続面１４１お
よび第一接続面１４１に接続された第一結合面１４２を有し、前記第二接続部１６０は第
二接続面１６１および第二接続面１６１に接続された第二結合面１６２を有する。
【００２５】
　前記可動部材１６の第二直線高さＨ２が反射体１４の第一直線高さＨ１より小さく、前
記中性子発生部１２の第三直線高さＨ３より大きい時に、前記反射体１４の第一接続面１
４１は第一結合面１４２と重なり、前記可動部材１６の第二接続面１６１は第二結合面１
６２と重なり、前記可動部材１６の第二結合面１６２は反射体１４の第一結合面１４２に
接続され、かつ前記中性子発生部１２の軸線の位置がいずれか１つの平面と重なる（図３
ａ参照）。この時、前記可動部材１６はすなわち反射体１４の一部分であり、この場合、
前記可動部材１６は中性子発生部１２から離れる方向へ第一位置Ｌ１に移動する時に、可
動部材１６は前記反射体１４にノッチを形成し、前記中性子発生部１２は該ノッチから露
出され、該ノッチ箇所で中性子発生部１２が交換される。前記可動部材１６が中性子発生
部１２に近づく方向へ第二位置Ｌ２に移動する時に、前記可動部材１６は前記中性子発生
部１２の周囲を囲み、引き続く中性子捕捉療法中に可動部材１６は反射体１４と共にオフ
セット中性子をガイドして戻す。
【００２６】
　可動部材１６の第二直線高さＨ２が反射体１４の第一直線高さＨ１に等しい時、前記可
動部材１６は、中性子発生部１２の周囲を取り囲む反射体１４の半分である。後続の中性
子捕捉療法中に可動部材１６と反射体１４との接続箇所から漏れた粒子または放射線を低
減するために、好ましくは、前記反射体１４の第一接続面１４１と第一結合面１４２は異
なる平面に位置し、前記可動部材１６の第二接続面１６１と第二結合面１６２は異なる平
面に位置し、前記第一接続面１４１は第二接続面１６１と接合され、第一結合面１４２は
第二結合面１６２と接合される。第一接続部１４０と第二接続部１６０とは具体的に以下
のように設置することができる（図４ａ参照）。第三接続面１６１と第二結合面１６２と
は傾斜角度があるように設置され、前記第一結合面１４２と第一接続面１４１とは傾斜角
度があるように設置され、前記２つの傾斜角度の和は１８０度である。可動部材１６が前
記中性子発生部１２の周囲を取り囲む時に、前記第二結合面１６２は第一結合面１４２と
接合され、第二接続面１６１は第一接続面１４１と接合される。第一接続部１４０と第二
接続部１６０とは以下のように設置することができる（図４ｂ参照）。前記第二結合面１
６２は第二接続面１６１に凹設された凹部面であり、前記第一結合面１４２は第一接続面
１４１から突出する突出面であり、可動部材１６が前記中性子発生部１２の周囲を取り囲
む時に、凹部面と突出面とは互いに嵌合する。
【００２７】
　以下は駆動アセンブリ２０の構造を詳細に説明する。また、以上で可動部材１６の構造
を詳細に説明したので、以下では繰り返し説明しないが、実際の適用においては、具体的
な必要に応じて、上記可動部材の構造と以下の前記駆動アセンブリ２０と組み合わせるこ
とができる。以下の実施例では、いずれも反射体が２つの可動部材を備える例を示すが、
実際の適用で１つの可動部材１６を設置することで中性子発生部１２が交換しやすくでき
るならば、１つの可動部材を設置すればよい。
【００２８】
　図２ａと図２ｂに示すものは本願の実施例１であり、該実施例では、反射体１４が、中
性子発生部１２の両側に位置して互いに接続された２つの可動部材１６（すなわち第一可
動部材１６３と第二可動部材１６４）を有する場合を例にして説明する。前記駆動アセン
ブリ２０は、ビーム成形体１０の外に設けられたガイドレール２１と、可動部材１６を支
持するゲート２２とを含み、前記ゲート２２はガイドレール２１で移動して、可動部材１
６を中性子発生部１２から離れる方向または中性子発生部１２に近づく方向へ移動させる
。可動部材１６は第一可動部材１６３と第二可動部材１６４とを含み、前記ゲート２２は
ガイドレール２１に沿って移動する第一ゲート２２１と第二ゲート２２２とを含み、前記
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第一ゲート２２１は第一可動部材１６３を支持し、前記第二ゲート２２２は第二可動部材
１６４を支持する。前記第一ゲート２２１と第二ゲート２２２はガイドレール２１で移動
して、第一可動部材１６３と第二可動部材１６４とのそれぞれを中性子発生部１２から離
れる方向または中性子発生部１２に近づく方向へ移動させる。第一ゲート２２１と第二ゲ
ート２２２とがそれぞれビーム成形体１０から離れた方向へ第一位置Ｌ１に移動する時に
、前記第一可動部材１６３及び第二可動部材１６４もそれぞれ中性子発生部１２から離れ
る方向へ移動し、この時に中性子発生部１２はビーム成形体１０から露出し、中性子発生
部１２が交換される。第一ゲート２２１と第二ゲート２２２とがそれぞれ中性子発生部１
２に近づく方向へ第二位置Ｌ２に移動する時に、前記第一可動部材１６３及び第二可動部
材１６４も中性子発生部１２に近づく方向へ移動し、第一可動部材１６３と第二可動部材
１６４とは中性子発生部１２の周囲を取り囲み、その後の中性子捕捉療法中に、前記第一
可動部材１６３と第二可動部材１６４とはオフセット中性子をガイドして戻すために用い
られる。
【００２９】
　構造を設計しやすくするために、好ましくは、前記第一可動部材１６３と第二可動部材
１６４の構造が同じであり、前記第一ゲート２２１と第二ゲート２２２の構造が同じであ
る。以下では説明の便宜上、いずれも可動部材１６及びゲート２２と総称して説明する。
【００３０】
　前記ゲート２２の構造は様々なものがあるが、本実施例では、前記可動部材１６の第二
直線高さＨ２が反射体１４の第一直線高さＨ１に等しい時に、ゲート２２は可動部材１６
の周囲を取り囲み、可動部材１６がゲート２２に嵌合されると理解することができ、前記
ゲート２２のガイドレール２１での移動はゲート２２の開閉に相当し、前記可動部材１６
はゲート２２の開閉と共に中性子発生部１２から離れるまたは中性子発生部１２に近づく
。好ましくは、前記ゲート２２はコンクリートで製造される。当然、空間またはコストを
節約するために、ゲート２２の設計が前記可動部材１６を支持可能で、かつ可動部材１６
を中性子発生部１２から離れる方向または中性子発生部１２に近づく方向へ移動させるこ
とができれば、可動部材１６の半分またはそれより少ない部分がゲート２２内に嵌着され
てもよい（図５ａ参照）。可動部材１６の第二直線高さＨ２が反射体１４の第一直線高さ
より小さい時には、ゲート２２とガイドレール２１との間に支持フレーム２３を設置して
もよい（図５ｂ参照）。前記支持フレーム２３の一端はゲート２２に固定され、他端はガ
イドレール２１で中性子発生部１２から離れる方向または中性子発生部１２に近づく方向
へ移動する。前記可動部材１６はゲート２２の移動と共にガイドレール２１に沿って中性
子発生部１２から離れる方向または中性子発生部１２に近づく方向へ移動する。つまり、
前記ゲート２２は、支持フレーム２３のガイドレール２１での移動によりゲート２２を移
動させることによって、ゲート２２を十分に大きなサイズとしてそれを直接ガイドレール
２１で移動させる必要がなくなり、これによりゲート２２のサイズが減少する。
【００３１】
　図６に示すものは本願実施例２の概略図である。前記駆動アセンブリ２０は、回転部材
２４（例えば軸部材）と、回転部材２４上に固定されたゲート２２’とを含む。前記回転
部材２４はビーム成形体１０の直下に位置し、かつ、該回転部材２４の軸線は前記中性子
発生部１２の軸線と平行である。前記ゲート２２’は回転部材２４周りに上下回転し、前
記ゲート２２’が下向きに移動する時に、前記ゲート２２’は可動部材１６を中性子発生
部１２から離れる方向へ移動させ、前記中性子発生部１２を露出させ、中性子発生部１２
が交換される。ゲート２２’が上向きに回転する時に、可動部材１６は中性子発生部１２
に近づく方向へ回転し、前記可動部材１６は中性子発生部１２の周囲を取り囲み、その後
の中性子捕捉療法中にオフセット中性子をガイドして戻すために用いられる。
【００３２】
　図７は本願の実施例３の概略図である。本実施例において、前記駆動アセンブリ２０は
ビーム成形体１０外に固定された第一リンク２５と、可動部材１６に接続された第二リン
ク２６と、第一リンク２５と第二リンク２６とに接続された第三リンク２７と、を含む。
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前記第三リンク２７が移動して第二リンク２６を移動させ、前記可動部材１６は第二リン
ク２６の移動と共に中性子発生部１２から離れる方向または中性子発生部１２に近づく方
向へ移動する。
【００３３】
　図８は本願の実施例４の概略図である。可動部材１６の第二直線高さＨ２が前記反射体
１４の第一直線高さＨ１より小さい時に（特に、可動部材１６の第二直線高さＨ２が中性
子発生部１２の第三直線高さＨ３より小さい時に）、反射体１４内にガイドレール２８を
設置し、かつ可動部材１６の外壁面にハンドル１６５を設置することができ、ハンドル１
６５をプッシュすることによって可動部材１６が中性子発生部１２から離れる方向または
中性子発生部１２に近づく方向へ移動する。当然、ハンドルに代えて上記実施例１から実
施例３中の駆動アセンブリを本実施例に適用することもできるが、ここで詳細な説明を省
略する。
【００３４】
　本願に開示する中性子捕捉療法システムは、以上の実施例における前記内容および図面
に示される構造に限定されない。本願に基礎として、構成要素の材料、形状および位置に
対する自明な変更、置換または変更は、いずれも本願の保護されるべき範囲内にある。

【図１】

【図２ａ】

【図２ｂ】

【図３ａ】
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【図４ａ】

【図４ｂ】

【図５ａ】

【図５ｂ】

【図６】

【図７】

【図８】
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